
行政事例№(２)－30

【失敗事例】

平成２3(２０１1)年6月24日

健康福祉部・総務部

発生までの

経過

【平成23(2011)年6月初旬】

①平成23年６月の市議会第２回定例会における、老人福祉セン

ター・高齢者ふれあいセンター・地域高齢者ふれあいサロンの指定管

理者の指定にかかる議案に関し、市議会議員から指定管理者候補者選

定委員会で使用した資料及び会議録の提供要請があった。

②健康福祉部ではこの時点において、他の業務に忙殺され会議録を作

成できておらず、資料は後日取り扱いを決めることとした。

【平成23(2011)年6月7日】

　健康福祉部は当該議員に対し、情報公開請求条例に基づく情報公開

請求により開示する旨を回答し、当該議員は情報公開請求を行った。

【平成23(2011)年6月10日】

　当該議員は情報公開請求により、資料を入手した。

【平成23(2011)年6月13日】

　当該議員は門真市議会平成２3年第２回定例会において、資料提供

の取り扱い並びに会議録作成の遅れについて質問をした。【資料(2)

―30－１】

【平成23(2011)年6月30日】

　総務部は資料のコピー代を請求し、当該議員は2,770円のコピー

代を納付した。

当時の対応

【平成23(2011)年6月9日】

　健康福祉部は会議録を作成し、ホームページへ掲載した。

【平成23(2011)年6月13日】

　健康福祉部長は平成２3年第２回定例会において、資料提供の取り

扱いにかかる認識の誤り並びに会議録作成の遅れについて、当該議員

に対し謝罪をし、総務部長は市議会議員への資料提供について「いず

れにいたしましても、原則前向きな情報提供を前提に対応してまいり

たいと考えております」と答弁した。【資料(2)―30－１】

①議事録を会議から２週間を目処に作成する原則を認識していたもの

の、他の業務に忙殺され作成ができなかった。

②議案にかかる議員への情報提供は、審議を行ううえで議案を説明す

るのに必要な情報をその都度提供するものという認識が欠如してい

た。

①議事録作成ソフトを導入し、全庁的に会議録作成の効率化を図る。

②本件について、事例集に掲載するとともに、職員への周知徹底を図

る。

【資料(2)―30－１】…門真市議会平成２3年第２回定例会議事録抜

粋

市議会議員への指定管理者選定資料の提供にかかる認識不足及び会議

録作成の遅延について
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